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な
ぜ
沖
縄
で
「
遠
近
を
抱
え
て
」
か

「
表
現
の
自
由
」
と
「
検
閲
問
題
」
の
本
質
は
「
天
皇
制
問
題
」
で
あ
る

一
上
原
誠
勇

　
私
た
ち
画
廊
沖
縄
で
は
、
大
浦

信
行
の
連
作
版
画
「
遠
近
を
抱
え

こ
且
点
の
展
示
と
、
同
名
の
映

画
、
回
不
心
中
針
生
一
郎
・

一
日
本
を
丸
ご
と
抱
え
込
ん
だ
男
」
、

・
、
「
９
・
ロ
ー
８
・
1
5
日
本
心
中
」

‐
.
1
‐
の
映
画
３
本
を
上
映
し
た
大
浦
信
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行
展
言
Ｏ
ｏ
９
年
５
月
頑
日
～

3
1
言
を
行
っ
た
。
２
ｏ
０
９
年

の
今
年
は
、
藤
原
の
琉
球
国
侵
略

支
配
１
６
０
９
年
か
ら
ち
ょ
う
ど

４
．
０
０
年
目
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
過
大
の
歴
史
経
緯
を
た
ど
り

琉
球
（
沖
縄
）
人
の
「
心
性
の
在

り
か
」
と
「
エ
体
性
の
検
匹
の

手
が
か
り
に
な
れ
ば
と
の
想
い
か

ら
、
企
画
｛
｝
ほ
巨
Ｔ
’
ぶ
（
）
Ｑ
）

し
た
も
の
だ
っ
た
。
大
浦
氏
の
作

品
「
遠
近
を
抱
え
て
」
は
昭
和
天

皇
の
肖
像
を
題
材
に
用
い
、
日
本

の
天
皇
制
と
日
本
近
代
の
形
成
の

再
読
を
う
な
が
す
内
容
の
作
品
で

あ
り
、
沖
縄
お
よ
び
日
本
の
近
現

代
史
を
語
る
と
き
外
せ
な
い
（
避

け
て
通
れ
な
い
）
重
要
な
作
品
で

あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
た
。

　
近
代
に
お
け
る
明
治
政
府
に
よ

る
日
本
の
西
洋
化
、
そ
の
渦
中
で

進
め
ら
れ
た
琉
球
王
国
の
暴
力
的

解
体
と
日
本
化
（
植
民
地
化
）
。

一
司
国
民
扱
い
の
琉
球
人
。
琉
球

独
自
の
文
化
と
徨
お
否
定
、
天

皇
を
神
と
し
て
崇
め
、
琉
球
示
続

の
古
信
仰
を
否
定
さ
れ
た
皇
民
化

慾
四
。
日
本
本
土
の
防
波
堤
（
捨

て
石
）
と
な
っ
た
沖
縄
款
。
住
民

決
（
新
教
科
吉
に
お
け
る
歴
史
改

ざ
ん
問
題
）
、
昭
和
天
皇
に
よ
る

戦
後
処
理
と
沖
縄
を
め
ぐ
る
琉
球

人
区
別
と
差
別
問
題
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
＝

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
昭
和
天
皇
の
会

　
問
題
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
移

植
さ
れ
た
制
度
と
し
て
の
日
本
近

代
の
、
さ
ら
な
る
そ
の
中
の
円
な

る
制
度
と
し
て
の
「
美
術
」
列

未
だ
存
ｎ
の
根
拠
を
見
い
だ
し
脊

な
い
ま
ま
、
今
日
に
至
っ
て
い
る

と
い
う
、
そ
の
脆
弱
さ
に
よ
る
も

見
に
お
け
る
琉
球
諸
島
の
米
軍
占

領
統
治
「
2
5
年
～
5
0
年
ま
た
は
そ

れ
以
上
の
租
借
」
、
昭
和
天
皇
が

発
し
た
「
昭
和
の
沖
縄
処
分
」
と

も
い
え
る
「
天
皇
メ
ッ
ヤ
ム
」

　
Ｔ
９
４
７
年
－
１
９
７
９
年
米

国
公
文
書
館
に
て
発
見
）
。
沖
縄

の
恒
久
的
な
米
軍
占
領
統
治
を
決

定
付
け
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
条
約
締
結
マ
エ
９
５
士
年
）
。

2
7
年
間
に
及
ぶ
基
本
的
人
権
を
無

視
し
た
治
外
法
権
下
の
沖
縄
の
米

軍
統
治
支
配
。
日
本
本
土
の
米
軍

基
地
縮
小
撤
退
と
在
沖
縄
米
軍
基

地
へ
の
移
転
と
拡
大
強
化
。
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
、
湾
岸
戦
争
、
イ
ラ
ク

戦
争
の
出
撃
拠
点
と
な
っ
た
沖
縄

米
軍
基
恂
「
沖
縄
が
日
本
に
復

帰
し
な
け
れ
ば
日
本
の
戦
後
は
終

わ
ら
な
い
」
と
宣
言
し
た
佐
藤
総

理
の
、
沖
縄
の
日
本
国
へ
の
再
併

合
（
復
帰
－
１
９
７
２
年
）
時
の

非
核
三
原
則
の
「
嘘
」
と
日
米
政

府
の
「
密
約
」
。
「
核
も
米
軍
事
基

地
も
要
ら
な
い
日
本
復
帰
’
一
の
「
沖

縄
の
声
」
を
い
と
も
簡
単
に
無
視

し
た
日
本
国
民
。
「
軍
隊
の
な
い

平
和
な
島
に
返
せ
！
」
と
い
う
邱

縄
の
声
」
を
軽
視
し
た
日
本
政
府

に
よ
る
軍
隊
（
自
衛
隊
）
の
配
鰐

在
□
米
軍
基
地
の
7
5
％
を
お
し
つ

け
、
「
経
済
振
興
と
い
う
名
の
ア

メ
」
を
ふ
り
ま
く
日
本
政
府
。
巨

額
の
「
お
も
い
や
り
予
算
」
を
米

軍
に
提
供
し
、
ア
ジ
ア
最
大
の
米

軍
戦
略
基
地
化
し
た
不
沈
空
母
の

沖
縄
島
。
米
軍
隊
と
沖
縄
県
民
は

仲
良
く
暮
ら
し
圭
し
ょ
う
と
「
よ

き
隣
人
政
策
」
を
唱
え
、
軍
隊
と

共
存
、
共
生
を
推
し
進
め
る
日
米

政
呵
日
米
安
保
と
軍
事
同
盟
強

化
再
編
の
名
の
下
で
進
め
ら
れ
る

の
だ
と
、
ぼ
く
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
、
沖
縄
と
い
う
戟
後
日

本
の
矛
盾
が
凝
縮
さ
れ
た
場
所

慨
改
め
て
露
呈
し
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
問
題
の
根
は
深
い
で
す
。

　
　
　
　
（
映
画
監
督
、
美
術
言

沖
縄
本
島
北
部
の
辺
野
古
の
巨
大

米
軍
基
地
建
設
計
画
。
住
民
の
意

志
と
人
権
を
無
視
し
、
日
米
両
政

府
の
踏
み
石
的
存
在
に
さ
れ
る
軍

事
植
民
地
化
し
た
沖
縄
。
米
国
の

ア
ジ
ア
戦
略
に
従
順
か
つ
無
批
判

に
従
う
日
本
政
府
。

　
軍
事
基
地
撤
去
を
訴
え
る
「
沖

縄
の
真
の
声
」
は
国
会
で
は
届
か

な
い
。
平
和
憲
法
九
条
も
沖
縄
に

お
い
て
は
空
し
い
存
在
だ
。
１
９

７
２
年
の
日
本
再
併
合
（
復
帰
）
後

９
日
本
政
府
の
「
沖
縄
振
興
計

画
」
は
前
述
の
構
図
を
安
定
的
に

運
用
す
る
た
め
の
ヲ
メ
と
ム
チ
」

の
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
沖
縄

が
目
立
（
自
律
）
し
、
日
本
政
府
の

公
的
資
金
投
入
が
要
ら
な
く
な

り
、
政
治
経
済
が
自
立
し
、
独
自
文

化
の
発
展
し
た
［
主
体
性
の
あ
る

沖
縄
］
は
、
日
本
政
府
お
よ
び
米
政

府
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
の
は

明
白
で
あ
る
。
常
に
外
（
日
米
政

府
）
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
、

無
抵
抗
で
「
従
順
な
沖
縄
」
が
都

合
よ
く
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
。

　
以
ヒ
の
琉
球
（
沖
縄
）
の
歴
史

的
経
緯
と
現
状
を
述
べ
た
が
、
な

か
で
も
歴
史
の
闇
に
封
印
さ
れ
た

　
「
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
沖
縄

の
戦
後
史
を
決
定
し
た
政
治
的
、

か
つ
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
［
遠

近
を
抱
え
て
］
は
大
い
な
る
語
り

部
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
た

の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
近
代
□

本
に
お
け
る
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史

的
処
遇
か
ら
見
え
る
琉
球
人
と
大

和
人
と
の
天
皇
観
の
差
異
。
さ
ま

ざ
ま
な
歴
史
事
象
を
闇
か
ら
引
き

出
し
、
今
日
の
光
を
当
て
薩
摩
侵

略
支
配
４
０
０
年
の
節
目
に
、
未

来
の
あ
る
べ
き
沖
縄
像
を
探
る
べ

く
、
ぞ
の
機
会
に
な
れ
ぱ
と
試
み

た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
大
浦
信
行
展
を
開
催
す

る
ひ
と
月
前
か
ら
す
で
に
開
催
中

で
あ
っ
た
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美

術
館
に
お
け
る
「
ア
ト
ミ
ッ
ク
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
の
中
へ
Ｉ
Ｎ
沖
縄
ｉ

日
本
国
平
和
憲
法
九
条
下
に
お
け

る
戦
後
美
術
」
展
（
２
０
０
９
年
４

石
谷
～
５
月
1
7
日
）
に
お
い
て
、

大
浦
信
行
作
品
「
遠
近
を
抱
え
て
」

が
「
教
育
的
配
慮
」
な
ど
の
理
由
か

ら
展
示
除
外
さ
れ
、
公
立
美
術
館

の
「
作
品
検
閲
問
題
」
簑
現
の
自

由
≒
天
皇
タ
ブ
ー
」
が
地
元
の
Ｔ

Ｖ
や
新
聞
で
連
日
大
き
く
報
道
さ

れ
話
題
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

騒
ぎ
の
中
で
画
廊
沖
縄
の
大
浦
信

行
展
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
鳥
連

日
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
も
手
伝
い
、

県
立
の
美
術
館
が
展
示
除
外
し
た

率
に
対
す
る
、
抗
う
展
示
会
と
し

て
開
催
さ
れ
た
大
浦
信
行
展
と
誤

解
さ
れ
た
の
も
事
実
だ
っ
た
。

　
初
日
（
５
月
1
6
日
）
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
お
い
て
は
作
家
本
人
の
大

浦
信
行
氏
を
招
い
た
。
「
表
現
の
自

由
」
を
掲
げ
、
「
検
閲
」
に
対
す
る

「
沖
縄
県
立
博
物
撃
美
術
館
畏
」

へ
の
抗
議
と
署
名
運
動
の
た
め

に
、
急
減
来
沖
し
た
小
倉
利
丸
氏

が
飛
び
入
り
参
加
と
な
っ
た
。
先

の
デ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

の
中
ヘ
ー
Ｎ
沖
縄
」
の
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
渡
辺
真
也
氏
、
県
美
術
館

指
定
管
理
者
の
担
当
者
、
県
内
新

聞
記
者
、
共
同
通
信
社
記
者
、
そ

の
他
、
一
般
と
地
元
美
術
関
係
者

を
会
社
4
0
～
5
0
人
が
つ
め
か
け

た
。
問
題
の
「
検
閲
除
外
」
さ
れ
た

作
品
展
示
の
た
め
か
、
会
場
に
は

ト
ー
ク
開
催
前
か
ら
異
様
な
熱
い

雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
ご
か
し
、

企
画
展
テ
ー
マ
の
［
近
現
代
と
天

皇
≒
沖
縄
戦
と
天
皇
≒
天
皇
メ
ッ

セ
ー
ジ
］
に
議
論
は
進
展
し
な
か

っ
た
。
何
と
か
企
画
展
の
意
図
す

る
方
向
へ
話
題
が
行
く
よ
う
に
進

行
役
に
あ
た
っ
た
の
だ
が
、
流
れ

は
、
先
の
県
立
の
美
術
館
「
ア
ト

ミ
ッ
ク
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
中
へ
工

Ｎ
沖
縄
」
展
で
発
生
し
た
、
大
浦

作
品
の
除
外
「
検
閲
問
題
」
と
写

真
家
比
嘉
豊
光
氏
の
「
外
さ
れ
た

横
断
幕
事
件
」
へ
と
話
題
が
集
中

し
た
。
議
論
は
ダ
ダ
イ
ス
ム
の
定

義
に
ま
で
及
ぶ
広
範
囲
に
わ
た

り
、
更
に
検
閲
騒
ぎ
の
真
相
と
責

任
の
所
在
を
さ
ぐ
る
展
開
に
ま
で

至
っ
た
。
作
家
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、

論
客
、
マ
ス
コ
ミ
、
美
術
館
関
係

者
ヅ
ロ
ア
の
一
般
人
を
交
え
、
３

時
聞
半
に
お
よ
ぶ
大
ト
ー
ク
パ
ド

ル
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
な
っ
た
。

　
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
ま
こ
と
に

残
念
な
事
に
、
作
品
「
遠
近
を
抱
え

て
」
を
前
に
し
て
、
画
廊
の
企
画
意

図
に
沿
っ
た
内
容
を
話
す
場
は
す

で
失
っ
て
い
た
。
今
に
し
て
思
え

ば
、
「
検
閲
」
や
「
表
現
の
白
白
」

に
抗
議
す
る
云
々
は
、
軍
事
値
沃

地
化
さ
れ
た
沖
縄
の
現
実
か
ら
見

れ
ば
、
そ
の
問
題
は
二
の
次
で
あ

る
。
よ
り
切
実
な
問
題
を
抱
え
た

沖
縄
の
現
実
が
あ
り
、
戦
後
か
ま

だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
敗
戦
6
4
年

目
を
迎
え
た
現
在
、
沖
縄
に
は
日

本
国
民
が
解
決
す
べ
き
「
沖
縄
の

戦
後
問
題
」
が
大
き
く
横
だ
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
問
題
か
ら
目
を
そ

ら
す
こ
と
な
く
、
日
本
国
民
が
戦

後
の
解
決
す
べ
き
重
要
な
問
題
と

し
て
引
き
受
け
る
か
？
ど
う
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。
大
浦
作
品
「
遠

近
を
抱
え
て
」
は
そ
の
こ
と
も
日

本
人
に
問
い
続
け
て
い
る
。

　
終
わ
り
に
、
本
橋
を
執
筆
し
て

い
る
今
日
は
戦
後
6
4
年
目
の
終
戦

記
念
日
、
２
０
０
９
年
８
月
1
5
田

で
あ
る
。
「
太
平
洋
戦
争
と
戦
後
」

「
帝
国
軍
部
と
天
皇
」
、
（
。
日
本
国
民

突
皇
）
の
戦
争
責
任
］
、
「
ア
ジ
ア

侵
略
と
帝
国
日
本
車
」
な
ど
の
内

容
を
特
集
し
た
番
組
が
終
日
テ
レ

ビ
か
ら
流
さ
れ
て
い
る
。
「
遠
近
を

抱
え
て
」
を
め
ぐ
る
「
表
現
の
自

由
」
と
「
検
閲
問
題
」
の
本
質
は
「
天

皇
制
問
題
」
で
あ
る
。
こ
の
大
浦
作

品
「
遠
近
を
抱
え
て
」
が
日
本
社
会

に
お
い
て
、
日
常
一
般
に
公
開
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
天
皇
」
と
「
日
本

の
近
現
代
」
を
再
考
し
、
自
問
自

答
し
、
個
々
の
内
な
る
天
皇
像
と

歴
史
に
向
き
合
う
事
が
出
来
れ
ば

と
切
望
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

今
日
の
日
本
人
が
日
本
近
現
代
史

を
再
読
す
る
機
会
と
な
り
、
広
く

ア
ジ
ア
に
ま
た
が
る
歴
史
の
実
相

を
真
摯
に
捉
え
、
未
来
へ
の
展
望

の
扉
が
開
か
れ
る
事
を
願
っ
て
や

ま
な
い
。
　
　
（
画
廊
沖
縄
）

｢遠近を抱えて｣14点中の６点を掲載｡中段の２点は一部

レ
ポ
ー
ト
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